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問題訂正

＜問題訂正＞

建築基礎 ３ページ 問２

【誤】 熱伝導率の単位は ｍW/ ²□ である。

【正】 熱伝導率の単位は W/m²℃ である。









専門科目問題用紙

科目名 I 建築基礎
[]-/日／］建築都市デザイン学科

(3/4枚）

第3問 建築環境工学・建築設備に関する以下について、正誤をOXで答えよ。

問1． 壁体の断熱層の屋外側に防湿層を設置することは， 冬季の壁体の内部結露の予防に有
効である。

問2. 熱伝導率の単位はWIm2□である。

問3． 暑熱環境の熱ストレスを評価する指標のWBGTの算出においては， 相対湿度の影響
は加味しない。

問4. 空調機器に用いられるヒ ー トポンプを暖房で用いる場合， 冬の外気より冷媒の温度を
低温にすることで外気から熱を汲み上げる。

問5. 夏至の日射量は， 南面より水平面の方が多い。

問6. 一般に， 窓の日射遮蔽において， 日射熱取得率は内部遮蔽より外部遮蔽の方が高い。

問7． 残響時間は，室内の音源から 一定のパワ ーの音を放出し定常状態に達してから音源を
停止した場合に，60dB低下するのに要する時間のことである。

問8. 一般に， 多孔質材料の吸音特性は， 高周波数域で小さく低周波数域で大きい。

問9. 明順応の方が， 暗順応より時間が短い。

問10.暗所視において，·比視感度が最大となる波長が短い方にずれる現象をプルキンエ現象
と呼ぶ。






